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高
齢
者
が
直
面
す
る
認
知
機

能
の
低
下
リ
ス
ク

　

２
０
１
９
年
４
月
、
東
京
・
池

袋
で
痛
ま
し
い
交
通
事
故
が
発
生

し
た
。
事
故
を
起
こ
し
た
運
転
手

は
80
歳
代
後
半
と
高
齢
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
高
齢
者
の
運
転
免
許

制
度
に
関
す
る
議
論
も
再
燃
し
た
。

死
亡
事
故
を
起
こ
し
た
75
歳
以
上

の
運
転
手
の
う
ち
、
認
知
機
能
の

低
下
が
指
摘
さ
れ
る
割
合
は
半
数

程
度
と
高
い
水
準
だ
と
い
う
調
査

も
あ
り
、
今
後
の
対
応
策
が
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

高
齢
社
会
に
お
け
る
制
度
や
社

会
の
あ
り
方
の
見
直
し
は
、
高
齢

化
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
走
る
日

本
で
今
後
も
重
要
課
題
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
金
融
業
界
も
例
外
で
は
な

く
、
認
知
症
の
高
齢
者
の
資
産
管

理
や
金
融
詐
欺
へ
の
対
応
な
ど
関

心
は
高
ま
っ
て
い
る
。
金
融
庁
も

「
高
齢
社
会
に
お
け
る
金
融
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
金

融
機
関
と
し
て
も
、
高
齢
顧
客
の

た
め
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
意
義
は
大
き
い
。

⑴　

加
齢
に
伴
う
認
知
機
能
の
低

下

　

そ
も
そ
も
、
加
齢
と
認
知
機
能

に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の

か
。
加
齢
現
象
を
研
究
す
る
老
年

学
に
よ
れ
ば
、
加
齢
と
と
も
に
計

算
能
力
や
問
題
解
決
能
力
な
ど
は

低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
一
方
、
蓄

積
し
た
学
習
や
経
験
を
活
か
す
能

力
や
対
人
調
整
能
力
な
ど
は
上
昇

す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
能

力
を
総
合
し
た
認
知
機
能
は
、
中

高
年
期
に
最
も
高
ま
る
が
、
そ
れ

以
降
は
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

加
齢
に
よ
る
認
知
機
能
や
資
産

管
理
能
力
の
低
下
を
さ
ら
に
加
速

さ
せ
る
要
因
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
認
知
症
で
あ
る
。
ま
た
、

「
認
知
症
の
一
歩
手
前
」
の
状
態

で
あ
る
軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）

も
資
産
管
理
能
力
に
影
響
を
与
え

る
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
、
記
憶
障
害
が
生

じ
る
な
ど
加
齢
に
よ
る
影
響
以
上

に
認
知
能
力
の
低
下
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
日
常
生
活
へ
の
支
障
は

そ
こ
ま
で
大
き
く
な
く
認
知
症
と

ま
で
は
言
え
な
い
状
態
で
あ
る
。

⑵　

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
は
今
ま

で
と
違
う

　

認
知
症
の
有
病
者
の
人
口
に
占

め
る
割
合
（
有
病
率
）
に
つ
い
て

は
、
75
歳
を
過
ぎ
る
と
急
速
に
高

ま
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
朝

田
隆
・
筑
波
大
学
名
誉
教
授
ら
の

推
計
に
よ
れ
ば
、
75
歳
未
満
の
認

知
症
有
病
率
は
５
％
に
満
た
な
い

水
準
で
あ
る
一
方
、
75
歳
以
降
の

有
病
率
は
75
〜
79
歳
で
14
％
、
80

〜
84
歳
で
22
％
、
85
〜
89
歳
で
41

％
と
加
齢
と
と
も
に
急
上
昇
す
る

と
み
ら
れ
て
い
る
（
注
１
）。

　

次
に
、
高
齢
化
の
推
移
を
見
る

と
、
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
は
、

65
〜
74
歳
人
口
・
75
歳
以
上
人
口

が
と
も
に
増
加
を
続
け
て
き
た

（
図
表
１
参
照
）。
し
か
し
、
こ
れ

か
ら
の
高
齢
化
は
以
下
の
２
点
に

お
い
て
異
な
る
特
徴
を
持
つ
。
第

1

森　駿介

高齢者の認知機能低下に伴う
金融行動の変化と対応
　超高齢社会を標榜する昨今、金融機関では顧客の加齢に伴う認知機
能の低下に伴った金融行動の変化を察知し、これに適切に対応するこ
とが求められる。本稿では、顧客加齢に伴う認知機能等の変化や、適
切な金融商品、サービスの傾向などについて解説した。
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一
に
、
75
歳
以
上
人
口
が
65
〜
74

歳
人
口
を
初
め
て
上
回
る
と
推
計

さ
れ
て
い
る
（
注
２
）。
第
二
に
、
65

〜
74
歳
人
口
は
２
０
２
０
年
を
ピ

ー
ク
に
減
少
基
調
と
な
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か

ら
は
単
純
に
高
齢
化
率
が
高
ま
る

だ
け
で
な
く
、「
高
齢
者
の
高
齢

化
」
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

年
齢
階
層
別
の
認
知
症
の
有
病

率
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、「
高

齢
者
の
高
齢
化
」
が
進
む
中
で
、

認
知
機
能
の
低
下
す
る
高
齢
者
が

増
加
す
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
だ
ろ
う
。
実
際
、
認
知
症
の
有

病
率
の
将
来
推
計
を
行
っ
た
二
宮

利
治
・
九
州
大
学
教
授
ら
の
研
究

で
は
、
65
歳
以
上
の
有
病
率
の
推

計
値
は
２
０
１
５
年
時
点
で
16
％

で
あ
る
が
、
２
０
３
５
年
に
は
24

％
前
後
ま
で
上
昇
す
る
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
３
）。
金
融
業

界
も
含
め
、
高
齢
顧
客
の
認
知
機

能
の
低
下
に
よ
り
生
じ
る
問
題
へ

の
対
応
を
行
う
重
要
性
が
さ
ら
に

高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
　

認
知
機
能
の
低
下
に
対
応
す

る
た
め
の
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
⑴　

認
知
機
能
の
低
下
が
も
た
ら

す
影
響

　

認
知
機
能
の
低
下
は
高
齢
者
や

そ
の
家
族
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

も
た
ら
す
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

認
知
症
や
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
よ
う
な
状
態

に
な
る
と
、
日
常
的
な
決
済
等
が

困
難
に
な
る
。

　

例
え
ば
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
す
ぐ

に
忘
れ
た
り
、
通
帳
を
頻
繁
に
紛

失
す
る
高
齢
顧
客
を
銀
行
窓
口
で

見
か
け
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い

よ
う
だ
。
お
金
の
計
算
が
難
し
く

な
り
、
小
銭
が
あ
っ
て
も
常
に
お

札
で
払
っ
て
し
ま
う
傾
向
も
あ
る
。

ま
た
、
認
知
症
に
な
る
と
、
家
族

や
親
族
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
高
齢

者
名
義
の
預
貯
金
を
引
き
出
し
た

り
、
株
式
等
や
不
動
産
を
処
分
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
事
前
の

相
続
対
策
な
ど
も
困
難
に
な
る
だ

ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
認
知
科
学
や
老
年
学

と
金
融
研
究
と
を
組
み
合
わ
せ
た

研
究
領
域
で
あ
る
「
金
融
ジ
ェ
ロ

ン
ト
ロ
ジ
ー
」
が
高
齢
社
会
の
金

融
を
語
る
上
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
様
々
な
こ
と

が
分
か
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、

認
知
機
能
が
低
下
す
る
と
、
金
融

リ
テ
ラ
シ
ー
の
水
準
や
自
身
の
金

融
知
識
に
対
す
る
自
信
は
低
下
す

る
が
、
自
身
の
資
産
管
理
能
力
に

対
す
る
自
信
は
低
下
し
な
い
傾
向

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
傾
向
が
金
融
詐
欺

の
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
資
産
運
用
の
面
で
は
、

認
知
機
能
が
低
い
投
資
家
ほ
ど
、

認
知
機
能
が
高
い
投
資
家
に
比
べ

て
運
用
成
績
が
低
く
な
る
傾
向
が

あ
り
、
保
有
資
産
の
規
模
が
大
き

く
な
る
ほ
ど
、
両
者
の
運
用
成
績

の
格
差
が
拡
大
す
る
こ
と
も
分
か

っ
て
い
る
。

⑵　

ま
ず
は
高
齢
者
に
つ
い
て
知

る
こ
と
か
ら

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
直
面
し

う
る
リ
ス
ク
へ
の
対
応
の
た
め
、

ま
ず
金
融
機
関
が
取
り
組
む
べ
き

こ
と
は
、
高
齢
者
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。
金
融

機
関
が
高
齢
者
の
認
知
機
能
低
下

2

図表１　高齢者人口の推移と将来推計

（出所）総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平
成29年推計）」より大和総研作成
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の
第
一
発
見
者
と
な
る
可
能
性
が

小
さ
く
な
い
た
め
で
あ
る
。
早
期

発
見
は
、
認
知
症
や
認
知
機
能
の

低
下
の
症
状
緩
和
や
抑
制
に
有
効

と
言
わ
れ
て
お
り
、
金
融
機
関
に

と
っ
て
も
窓
口
対
応
負
担
の
軽
減

に
繋
が
り
う
る
。

　

高
齢
顧
客
に
つ
い
て
の
理
解
を

踏
ま
え
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、

外
部
の
研
修
の
受
講
が
挙
げ
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
厚
生
労
働
省
は
認

知
症
施
策
の
一
環
と
し
て
、「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の

提
供
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
講
座

は
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
理
解
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
的
に
各
地
域
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
積
極
的
に
行
員
に
受
講
さ
せ

る
地
域
金
融
機
関
も
少
な
く
な
い
。

類
似
の
取
り
組
み
と
し
て
、
２
０

１
９
年
４
月
に
新
た
に
設
立
さ
れ

た
日
本
金
融
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー

協
会
（
慶
應
義
塾
大
学
と
金
融
機

関
２
社
の
共
同
設
立
）
で
は
、
金

融
機
関
担
当
者
に
向
け
た
研
修
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　

次
に
、
認
知
機
能
の
低
下
し
た

高
齢
者
を
支
え
る
た
め
、
地
域
や

家
族
と
の
連
携
を
進
め
て
お
く
意

義
は
小
さ
く
な
い
。
例
え
ば
、
広

島
銀
行
・
中
国
銀
行
で
は
、
支
援

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
窓
口
等

で
把
握
し
、
自
治
体
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
情
報
提
供
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

米
国
の
例
だ
が
、
証
券
業
界
の
自

主
規
制
機
関
の
会
員
で
あ
る
金
融

機
関
は
、
高
齢
顧
客
の
口
座
に
つ

い
て
、
信
頼
で
き
る
連
絡
先
の
名

前
や
そ
の
他
情
報
を
入
手
す
る
た

め
の
合
理
的
な
努
力
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
高
齢
顧
客
の

認
知
機
能
の
低
下
が
疑
わ
れ
る
場

合
に
は
、
そ
の
旨
を
信
頼
で
き
る

連
絡
先
に
伝
達
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
お
り
、
家
族
等
と
の
関

係
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

⑶　

認
知
機
能
低
下
に
対
応
し
た

金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

　

認
知
機
能
低
下
に
対
応
す
る
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
は
少
な
く
な
い（
図

表
２
参
照
）。
例
え
ば
、
パ
ス
ワ

ー
ド
を
頻
繁
に
忘
れ
て
し
ま
う
高

齢
顧
客
の
た
め
に
、
生
体
認
証
機

能
を
有
し
た
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
を
促

進
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
お
金
の
計
算
に
難
し
さ
を
感

じ
る
高
齢
者
向
け
に
は
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
を
推
進
す
る
こ
と
も

挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

特
に
、
家
族
や
親
族
へ
決
済
履

歴
を
自
動
配
信
す
る
デ
ビ
ッ
ト
カ

ー
ド
を
提
供
す
る
地
域
金
融
機
関

も
い
く
つ
か
あ
り
、
決
済
の
容
易

化
の
み
な
ら
ず
見
守
り
ニ
ー
ズ
に

応
え
得
る
サ
ー
ビ
ス
も
出
て
き
て

い
る
。

　

高
齢
者
の
資
産
管
理
の
手
段
と

し
て
、
ま
ず
は
認
知
機
能
が
低
下

す
る
前
に
取
引
関
係
の
整
理
・
簡

略
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

普
段
利
用
し
て
い
な
い
銀
行
口
座

等
の
解
約
を
促
す
こ
と
で
、
認
知

機
能
低
下
後
に
高
齢
者
の
資
産
の

把
握
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ

だ
け
で
な
く
、
金
融
機
関
と
し
て

も
高
齢
顧
客
の
資
産
の
正
確
な
把

握
を
通
じ
た
提
案
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
判
断
能

力
の
低
下
し
た
高
齢
顧
客
の
保
護

を
目
的
に
成
年
後
見
制
度
の
利
用

を
促
進
す
る
こ
と
は
有
用
だ
ろ
う
。

京
都
銀
行
の
よ
う
に
、
地
域
の
専

門
家
と
連
携
し
、
成
年
後
見
制
度

の
取
次
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
例

も
あ
る
。
さ
ら
に
、
成
年
後
見
制

度
を
補
完
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

後
見
制
度
支
援
信
託
や
後
見
制
度

支
援
預
金
を
提
供
す
る
金
融
機
関

も
増
え
て
き
て
い
る
。

　

資
産
運
用
の
面
で
も
、
や
は
り

認
知
機
能
が
低
下
す
る
前
の
対
応

が
肝
要
で
あ
り
、
運
用
や
取
り
崩

し
の
方
針
の
決
定
を
補
助
す
る
役

割
が
金
融
機
関
に
は
求
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
商
品
と
し
て
は
、
認
知

機
能
の
低
下
リ
ス
ク
に
直
面
す
る

高
齢
者
か
ら
運
用
の
意
思
決
定
を

金
融
機
関
に
一
任
す
る
ラ
ッ
プ
口

座
等
の
活
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大

手
証
券
会
社
で
は
、
預
か
り
資
産

か
ら
指
定
し
た
人
に
対
し
て
生
前

贈
与
で
き
る
仕
組
み
や
信
託
の
機
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能
を
組
み
込
ん
だ
ラ
ッ
プ
口
座
も

提
供
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
顧
客
の

ニ
ー
ズ
に
則
し
た
も
の
も
登
場
し

て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
の
認
知
機
能
の
低
下

を
予
防
す
る
機
能
を
付
与
し
た
認

知
症
保
険
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

グ
ル
ー
プ
は
研
究
機
関
や
非
金
融

業
と
連
携
し
、
認
知
機
能
チ
ェ
ッ

ク
ツ
ー
ル
の
開
発
・
提
供
や
運
動
、

生
活
習
慣
の
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
の
認
知
機
能
低
下
の
予
防
サ

ー
ビ
ス
を
認
知
症
保
険
の
付
帯
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。

　
　

現
在
進
行
形
で
対
応
策
の
検

討
が
続
く

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、

認
知
機
能
の
低
下
に
対
応
し
た
金

融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
は
多
様
で
あ

る
も
の
の
、
金
融
機
関
が
こ
れ
ら

の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
全
て
を
自

前
で
提
供
す
る
こ
と
は
困
難
だ
ろ

う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
の
高

齢
顧
客
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
、
包
括
的
な
金
融
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
他
の
業
態
や
地
域
、
外
部

の
専
門
家
と
連
携
し
な
が
ら
提
供

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
金
融
庁
も
市
場
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
議
論
を
通
じ

て
、
顧
客
側
・
金
融
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
側
双
方
が
、
高
齢
社
会
に
お

い
て
資
産
の
形
成
・
管
理
に
対
し

て
持
つ
べ
き
心
構
え
を
ま
と
め
た

文
書
を
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

現
在
進
行
形
で
続
い
て
い
る
対
応

策
の
検
討
の
動
向
も
見
極
め
つ
つ
、

高
齢
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
金

融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
が
望

ま
れ
る
。

※　

※　

※

（
注
１
）朝
田
隆
他（
２
０
１
３
）「
都

市
部
に
お
け
る
認
知
症
有
病
率
と

認
知
症
の
生
活
機
能
障
害
へ
の
対

応
」、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補

助
金 

認
知
症
対
策
総
合
研
究
事

業
（
注
２
）
総
務
省「
人
口
推
計
」（
各
年

10
月
１
日
現
在
）
に
よ
れ
ば
、
２

０
１
８
年
に
初
め
て
75
歳
以
上
人

口
が
65
〜
74
歳
人
口
を
上
回
っ
た
。

（
注
３
）
二
宮
利
治
他
（
２
０
１
５
）

「
日
本
に
お
け
る
認
知
症
の
高
齢

者
人
口
の
将
来
推
計
に
関
す
る
研

究
」、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補

助
金 

厚
生
労
働
科
学
特
別
研
究

事
業

 （
株
式
会
社
大
和
総
研 

金
融
調
査

部 

研
究
員
）
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図表２　認知機能低下に対応する金融商品・サービス例

（出所）小林章子・森駿介（2019）「高齢者起点の資産管理・運用を探る」『大和総研調査季報』
2019年新春号（Vol.33）、各種資料より大和総研作成

高齢者やその家族が直面しうるリスク 金融商品・サービス例

日常の決済等が困難化するリスク
（パスワードを忘れる、お金の計算が難しくな
る等）

音声・生体認証機能を有したATMの利用促進
親族へ利用履歴を自動配信するデビットカー
ド等の利用

計画的な資産管理が困難になるリスク
取引関係の整理・簡略化、適切な限度額の設
定
後見制度支援信託・後見制度支援預金の利用

金融詐欺に遭いやすくなるリスク

成年後見制度、任意後見契約、家族信託等の
利用
親族へ利用履歴を自動配信するデビットカー
ド等の利用

家族等が認知症の高齢者名義の預貯金や不動
産等の管理・処分が困難になるリスク

成年後見制度、任意後見契約、家族信託等の
利用
家族を受託者として資産管理を委託する民事
信託サポート

認知症になると、円滑な資産の移転が困難に
なるリスク

事前の遺産相続方針等の決定
遺言信託、遺言代用信託等の利用

適切なアセットアロケーションができないこ
と等により、運用成績が低下するリスク

事前の資産運用・取り崩し方針の決定
取り崩しや相続・贈与の機能が付与されたラッ
プ口座

認知機能の低下の発見が遅れるリスク
認知症に伴い、費用が発生するリスク

見守りサービス、地域や家族との連携
認知症保険


